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今
年
も
六
千

百
六
十
八
人
の

関
大
生
が
社
会

に
旅
立
つ
の
を

見
送
る
。
卒
業

し
て
い
く
み
な

さ
ん
は
、
関
大

で
勉
学
に
、
ク

ラ
ブ
活
動
に
と
そ
れ
ぞ
れ
に

何
か
に
打
ち
込
ん
で
き
た
。

教
養
や
専
門
知
識
を
習
得

し
、
人
間
関
係
を
築
き
、
そ

し
て
何
よ
り
、
力
強
さ
の
中

に
も
優
し
さ
と
謙
虚
さ
を
秘

め
た
関
大
生
マ
イ
ン
ド
を
培

っ
て
き
た
▼
こ
れ
か
ら
は
、

自
分
に
対
す
る
厳
し
さ
や
責

任
感
と
と
も
に
、
人
に
対
す

る
思
い
や
り
を
も
っ
た
社
会

人
と
し
て
、
常
に
仕
事
を
通

し
て
人
生
目
標
を
達
成
し
、

ま
た
社
会
に
貢
献
で
き
る
人

材
と
し
て
活
躍
し
て
ほ
し

い
。
仕
事
と
は
、
職
務
の
中

で
課
題
を
こ
な
し
続
け
る
こ

と
に
ほ
か
な
ら
な
い
▼
人

は
、
苦
し
く
厳
し
い
状
況
を

克
服
し
、
達
成
感
・
充
実
感

を
得
な
が
ら
成
長
す
る
。
仕

事
人
生
に
お
い
て
は
、
苦
し

さ
の
あ
ま
り
、
迷
い
、
逃
げ

出
し
た
く
な
る
こ
と
も
あ
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
迷
っ
た

と
き
こ
そ
、
立
ち
止
ま
ら
ず

勇
気
を
も
っ
て
行
動
す
れ
ば

難
局
が
打
開
で
き
る
も
の
だ

▼
関
大
生
マ
イ
ン
ド
旺
盛
な

三
十
万
人
の
先
輩
た
ち
も
君

た
ち
を
見
守
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
関
大
は
み
な
さ
ん
の

第
二
の
故
郷
。
傷
つ
き
迷
っ

て
帰
っ
て
き
た
み
な
さ
ん
に

も
い
つ
で
も
門
を
大
き
く
あ

け
て
い
る
。（

五
藤

勝
三
）

３

面

総
合
学
生
会
館
「
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク

凜
風
館
」
が
竣
工

４
・
５
面

特
集

一
字
に
託
す
送
辞
と
答
辞

６

面

卒
業
す
る
み
な
さ
ん
へ

８

面

特
集

飛
躍
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平成１８年丙戌（ひのえいぬ）の年、西暦２００６年
３月、関西大学を卒業されるみなさん、ご卒業お
めでとうございます。
みなさんは、新たな旅立ちを前にして、大きな
期待と少しばかりの戸惑いのなかで、今日の日を
迎えられたことでしょう。
関西大学での学生生活を終え、学業をはじめ、
クラブ・サークル活動、ボランティア活動など、
さまざまな経験を通じて大きく成長されたみなさ
んを、私は学長として頼もしく思います。
と同時に、そうしたみなさんの努力とそれを支
えてこられたご父母、ご家族の方々に衷心からの
お慶びを申しあげます。
みなさんはこれから、それぞれ異なる人生の目
的に向かって歩みはじめることになります。期待
よりも、今まで培ってきた自信が揺らぎ、不安な
気持ちの方が強いかもしれません。
しかし、考えてみてください。大学に入学以

来、みなさんは関西大学でのこの４年間の学園生
活で、幅広い教養を積み、専門的学業を修め、情
報機器を駆使する能力などを身につけたのです。
それに、一生の財産とも言うべき友と師、それに
３０万の校友をもつ母校の関西大学があるのです。
大丈夫、自分自身に自信をもってください。
古人は言っています。「為せばなる、為さねばな
らぬ、何事も、ならぬは人の、為さぬなりけり」
──と。
失敗を恐れず、果敢に挑戦してください。
日本の国土は、アメリカの２５分の１、またお隣

りの中国の２６分の１、に過ぎません。国土は狭
く、資源が乏しい国なのです。そんな日本が、米
中の間で、国力、企業力を高め、生き残ってゆく
ためには、知力が、知的水準の高さが、なにより
も必要です。
そうした意味からいって、まさに２１世紀は、「知
の時代」なのであります。
卒業生のみなさんに、私は二つのお願いがあり
ます。その一つは、大学を卒業してからも勉強を
続けていただきたい、ということです。そのため
に、月に最低３冊は、本を読了してほしいので
す。本を読み、考え、少しでも世のため人のため
になる、人生を歩んでほしいのです。
もう一つは、「金銭至上主義」に取りつかれるこ
となく、品格をもって誠実に生きていってほし
い、ということであります。
つまり、企業の倫理観、人としての倫理観、職
業観、責任感が問われる現代において、みなさん
には関西大学の出身者としての品格を持ち続けて
いただきたいのです。
なぜなら、みなさんは、「正義を権力より護

れ」という建学の理念をもとに創設された関西大
学に学ばれたからであります。
まさに創立１２０周年という記念すべき年に、関西
大学を旅立たれる卒業生のみなさんが、新たな使
命を胸に抱いて、それぞれの道を有意義かつ果敢
に歩んでいってくださることを、私は心から希望い
たします。

関関西西大大学学学学長長 河河田田 悌悌一一
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平成17年度�平成17年度�

学
位
取
得�

平
成
１７
年
度

退
職
者

今
年
度
、
三
月
三
十
一
日
付

を
も
っ
て
退
職
す
る
大
学
教
育

職
員
・
事
務
職
員
は
次
の
と
お

り
（
敬
称
略
）。

【
大
学
教
育
職
員
】

（
法
学
部
）

岩
崎

憲
次

國
府

剛

月
岡

利
男

伊
室
亜
希
子

（
文
学
部
）

青
木
積
之
介

北
岡

正
子

倉
橋

英
逸

筒
井

脩

畠
瀬

直
子

藤
井

稔

渡
辺

有
而

森

孝
子

（
商
学
部
）

三
上

宏
美

（
工
学
部
）

浅
野
幸
一
郎

川
道
麟
太
郎

永
井

規
男

福
島

正
俊

森

健
一

柳
川

高
明

門
側

幸
宏

久
富

康
義

米
原

紀
�

【
事
務
職
員
】

（
理
事
長
付
）

石
山

博
康

（
総
務
局
付
）

大
平

義
昌

（
総
務
課
）

福
田

一
人

久
家

豊
美

西
根

充
與

（
学
事
課〈
人
権
問
題
研
究
室
〉）

長
屋

糺

前
越

秀
夫

（
全
学
共
通
教
育
推
進
機
構
事

務
室
）

榊
原
由
香
理

（
法
学
部
事
務
室
）谷

口

淳

（
経
済
学
部
事
務
室
）

矢
崎

賢
司

（
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
）

松
浦

早
苗

山
口

玲
子

（
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
）

若
原

尚

（
研
究
所
事
務
室
）伊

郷

洋
美

平
成
十
七
年
度
卒
業
式
は
三

月
二
十
日
（
月
）
に
挙
行
さ

れ
、
六
千
百
六
十
八
人
の
新
学

士
が
誕
生
す
る
。

式
典
は
、
第
１
部
全
学
部
が

十
一
時
か
ら
千
里
山
中
央
体
育

館
で
、
第
２
部
全
学
部
が
十
八

時
か
ら
百
周
年
記
念
会
館
で
そ

れ
ぞ
れ
行
わ
れ
る
。

新
し
く
学
士
の
学
位
を
授
与

さ
れ
る
者
の
内
訳
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

◇
法
学
部

第
１
部

七
百
九
十
二
人

第
２
部

百
十
三
人

◇
文
学
部

第
１
部

八
百
五
十
八
人

第
２
部

七
十
一
人

◇
経
済
学
部

第
１
部

八
百
二
十
四
人

第
２
部

七
十
一
人

◇
商
学
部

第
１
部

七
百
六
十
二
人

第
２
部

六
十
九
人

◇
社
会
学
部

第
１
部

九
百
十
七
人

第
２
部

四
十
八
人

◇
総
合
情
報
学
部

五
百
四
十
人

◇
工
学
部

千
百
三
人

法
科
大
学
院
初
の
修
了
者

大
学
院
で
は
三
月
二
十
三
日

（
木
）
に
博
士
課
程
前
期
課
程

・
専
門
職
学
位
課
程
修
了
者
に

対
し
て
、
修
士
・
専
門
職
の
学

位
記
授
与
式
が
千
里
山
キ
ャ
ン

パ
ス
第
２
学
舎
４
号
館
Ｂ
Ｉ
Ｇ

ホ
ー
ル
１００
で
行
わ
れ
る
。

専
門
職
学
位
課
程
で
は
、
本

学
で
初
と
な
る
法
科
大
学
院
修

了
者
が
誕
生
す
る
。

内
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

【
博
士
課
程
前
期
課
程
】

◇
法
学

二
十
九
人
◇
文
学

七
十
一
人
◇
経
済
学

二
十
二

人
◇
商
学

二
十
八
人
◇
社
会

学

三
十
九
人
◇
総
合
情
報
学

四
十
一
人
◇
工
学

三
百
二

十
人
◇
外
国
語
教
育
学

十
六

人【
専
門
職
学
位
課
程
】

◇
法
務

五
十
一
人

ま
た
、
博
士
の
学
位
記
の
授

与
式
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
る
。

授
与
者
の
内
訳
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

【
学
位
記
（
博
士
）】

◇
法
学

三
人
◇
文
学

二
十

九
人
◇
経
済
学

一
人
◇
商
学

三
人
◇
社
会
学

三
人
◇
総

合
情
報
学

一
人
◇
工
学

九

人

（
学
事
課
）

文
学
部

文
学
部
で
は
、
文
学
部
教
育

の
活
性
化
を
は
か
る
た
め
、
在

学
中
に
優
秀
な
成
績
を
修
め
た

学
生
や
課
外
活
動
等
で
顕
著
な

活
躍
を
し
た
学
生
を
対
象
に
表

彰
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。

今
年
度
の
受
賞
者
は
次
の
二

十
人
で
、
三
月
二
十
日
の
卒
業

式
当
日
に
表
彰
式
を
行
う
。

一

成
績
優
秀
者
表
彰
者
（
卒

業
時
）

�
第
１
部
�

八
木
綾
子
（
英
文
）、
廣
岡
瑞

穂
（
英
文
）、
勝
部
美
恵
子
（
国

文
）、
白
尾
美
恵
（
国
文
）、
井

吹
有
宏
（
哲
学
）、
新
谷
式
子

（
哲
学
）
、
岡
田
若
菜
（
仏

文
）、
八
木
智
子
（
仏
文
）、
入

江
裕
子
（
独
文
）、
�
谷
奈
央

（
独
文
）、
中
井
美
希
（
史
・

地
）、
前
田
春
奈
（
史
・
地
）、

坂
野
真
知
子
（
中
文
）、
森
和
貴

子
（
中
文
）
、
日
下
舞
（
教

育
）、
佐
々
木
光
（
人
文
情
報
コ

ー
ス
）、
藤
川
久
美
（
人
文
情
報

コ
ー
ス
）

�
第
２
部
�

力
石
陽
子
（
史
・
地
）、
佐
野

仁
信
（
仏
文
）

二

特
別
表
彰

�
第
１
部
�

山
田
沙
知
子
（
教
育
）

商
学
部

商
学
部
で
は
、
学
生
諸
君
の

学
習
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
る
目
的
か
ら
、
成
績

優
秀
者
お
よ
び
資
格
取
得
者
に

対
す
る
公
表
・
表
彰
制
度
を
実

施
し
て
い
る
。

こ
の
た
び
、
卒
業
成
績
優
秀

者
第
１
部
二
十
人
、
第
２
部
五

人
を
公
表
・
表
彰
し
た
。
さ
ら

に
、
資
格
取
得
者
公
表
・
表
彰

制
度
へ
の
申
請
が
あ
っ
た
公
認

会
計
士
（
第
二
次
試
験
）
合
格

者
、
日
商
簿
記
検
定
一
級
合
格

者
な
ど
、
計
十
一
人
に
対
し
て

表
彰
状
お
よ
び
記
念
品
を
授
与

し
た
。

先
端
科
学
技
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
一
月
十
六
日
、
十
七
日

に
、
本
学
の
先
端
科
学
技
術
の

研
究
お
よ
び
文
部
科
学
省
等
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
十
三
件
の

一
年
間
に
お
け
る
研
究
成
果
の

集
大
成
と
し
て
千
里
山
キ
ャ
ン

パ
ス
百
周
年
記
念
会
館
で
、
開

催
さ
れ
た
。

松
重
和
美
京
都
大
学
副
学
長

・
国
際
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構

長
、
倉
智
嘉
久
大
阪
大
学
教
授

・
臨
床
医
工
学
融
合
研
究
教
育

セ
ン
タ
ー
長
の
特
別
講
演
を
始

め
、十
一
件
の
招
待
講
演
、五
十

七
件
の
一
般
講
演
を
行
い
、
パ

ネ
ル
展
示
ロ
ビ
ー
で
は
百
十
点

を
超
え
る
技
術
シ
ー
ズ
を
紹
介

し
た
。
学
外
の
産
業
界
、学
会
、

公
共
団
体
お
よ
び
学
内
か
ら
の

教
員
、
学
生
約
八
百
人
の
参
加

を
得
て
、
盛
会
の
う
ち
に
閉
会

し
た
。
パ
ネ
ル
展
示
ロ
ビ
ー
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
説
明
会
で

は
、
若
手
研
究
者
、
大
学
院
生

が
参
加
者
か
ら
の
熱
心
な
質
問

に
対
応
し
て
い
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
今
年
で

第
十
回
を
数
え
、
年
々
そ
の
関

心
が
高
ま
り
、
参
加
者
数
が
増

え
続
け
る
中
、
本
学
が
保
有
す

る
先
端
科
学
技
術
に
関
す
る
シ

ー
ズ
と
ニ
ー
ズ
の
出
会
う
場
と

な
っ
て
、産
学
官
・
学
学
連
携
等

に
よ
る
研
究
の
進
展
、技
術
開
発

の
促
進
、さ
ら
に
は
新
産
業
の
創

出
に
貢
献
で
き
る
も
の
と
期
待

さ
れ
て
い
る
。

（
研
究
所
事
務
室

〈
先
端
科
学
技
術
推
進
機
構
〉）

法
学
部

法
学
部
で
は
日
本
税
理
士
会

連
合
会
か
ら
、
法
学
部
に
対
し

て
寄
附
講
座
開
設
の
申
請
が
あ

り
、
四
月
か
ら
日
税
連
寄
附
講

座
「
現
代
租
税
法
論
」
と
し
て

開
講
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本

講
座
は
、
税
理
士
制
度
の
理
解

と
租
税
法
講
座
の
充
実
を
意
図

し
た
も
の
で
、
三
年
間
開
講
さ

れ
る
。
現
代
租
税
法
の
重
要
論

点
に
つ
い
て
、
各
講
師
の
貴
重

な
実
務
経
験
を
交
え
た
講
義
が

行
わ
れ
る
。
法
学
部
生
の
ほ

か
、
経
済
学
部
生
、
商
学
部

生
、
大
学
院
生
な
ど
も
受
講
で

き
る
。文

学
部

文
学
部
で
は
、
今
年
度
に
引

き
続
き
来
年
度
も
、
寄
附
講
座

「
マ
ロ
エ
ニ
提
供
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
学
」
を
開
講
す
る
。
こ
の
講

義
は
マ
ロ
ニ
エ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
の
寄
附
協

力
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
や
カ
ラ
ー
ア
ナ
リ
ス
ト

な
ど
多
彩
な
講
師
陣
に
よ
る
リ

レ
ー
形
式
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
論

を
展
開
し
て
い
く
。
受
講
生
に

レ
ポ
ー
ト
と
し
て
ア
パ
レ
ル
シ

ョ
ッ
プ
の
企
画
を
考
え
て
も
ら

い
、
優
秀
な
プ
ラ
ン
は
企
業
へ

提
案
す
る
と
い
っ
た
機
会
も
あ

る
。
多
く
の
受
講
を
期
待
し
て

い
る
。商

学
部

商
学
部
で
は
来
年
度
の
寄
附

講
座
と
し
て
「
流
通
問
題
特
殊

講
義
（
物
流
の
変
革
）」
と
「
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
特
殊
講
義
（
野
村

證
券
寄
附
講
座
）」
を
開
講
す

る
。
前
者
は
、
陸
・
海
・
空
の

物
流
業
界
の
主
要
団
体
で
構
成

さ
れ
る
日
本
物
流
団
体
連
合
会

の
提
供
に
よ
り
、
航
空
・
船
舶

輸
送
か
ら
鉄
道
・
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
、
そ
し
て
宅
配
業
や
倉
庫
業

ま
で
含
む
幅
広
い
物
流
業
界
に

お
い
て
、
主
要
企
業
の
最
前
線

で
活
躍
す
る
経
営
者
や
専
門
家

を
講
師
に
迎
え
る
。
ま
た
後
者

は
、
野
村
證
券
グ
ル
ー
プ
の
提

供
に
よ
り
、「
資
本
市
場
の
役
割

と
証
券
投
資
」
を
テ
ー
マ
に
新

規
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。
同
社
の

第
一
線
の
実
務
担
当
者
を
講
師

に
迎
え
る
の
で
、
金
融
・
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
の
知
識
だ
け
で
な

く
、
証
券
市
場
を
中
心
と
し
て

実
際
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
も

理
解
が
深
め
ら
れ
る
。
い
ず
れ

も
商
学
部
生
以
外
も
聴
講
可
。

総
合
情
報
学
部

総
合
情
報
学
部
で
は
、
来
年

度
か
ら
寄
附
講
座
「
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
（
オ
ー

ジ
ス
総
研
）」
を
開
講
す
る
。
株

式
会
社
オ
ー
ジ
ス
総
研
は
、
Ｕ

Ｍ
Ｌ
を
始
め
と
し
た
オ
ブ
ジ
ェ

ク
ト
指
向
技
術
に
関
し
て
、
日

本
有
数
の
技
術
力
を
持
つ
会
社

と
し
て
評
価
さ
れ
て
お
り
、
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
業
界
で
培
わ
れ
て

き
た
開
発
技
術
と
そ
の
実
践
経

験
を
も
と
に
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

技
術
の
仕
組
み
を
教
授
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
総
合
情
報
学
部

生
の
理
解
を
よ
り
深
め
、
情
報

化
社
会
で
活
躍
す
る
こ
と
が
で

き
る
人
材
の
育
成
が
期
待
さ
れ

る
。

東
西
学
術
研
究
所

寧
波
大
学
専
門
史
研
究

所
と
学
術
交
流
協
定

東
西
学
術
研
究
所
は
、
一
月

二
十
三
日
、
王
慕
民
寧
波
大
学

専
門
史
研
究
所
長
を
は
じ
め
三

人
の
研
究
員
を
招
い
て
、
寧
波

大
学
専
門
史
研
究
所
と
学
術
交

流
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し

た
。こ

の
こ
と
は
、
両
研
究
所
な

ら
び
に
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推

進
拠
点
ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
日
中
交
流

史
研
究
を
促
進
す
る
う
え
で
大

変
有
意
義
で
あ
り
、
研
究
成
果

の
情
報
交
換
、
資
料
提
供
な
ど

を
相
互
に
行
う
な
ど
、
こ
れ
か

ら
の
両
研
究
所
間
の
学
術
交
流

の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。

（
東
西
学
術
研
究
所
）

入
子
文
子
（
文
学
部
教
授
）
／

博
士
（
人
文
科
学
）
お
茶
の
水

女
子
大
学

「
ホ
ー
ソ
ー
ン
・
�
緋
文
字
�

・
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
」

学
位
取
得
年
月
日
は
平
成
十
七

年
十
二
月
二
十
日

二
〇
〇
六
年
度
の
一
般
入
学
試
験
（
Ａ
・

Ｓ
・
Ｄ
・
後
期
Ｂ
日
程
）
な
ら
び
に
セ
ン
タ

ー
利
用
入
学
試
験
（
前
期
・
中
期
・
後
期
）

が
終
了
し
た
。
志
願
者
数
は
一
般
入
試
が
六

万
五
千
九
十
五
人
、
セ
ン
タ
ー
利
用
入
試
が

一
万
七
千
九
百
五
人
で
、
志
願
者
総
数
は
八

万
三
千
人
、
昨
年
度
比
三
千
九
百
二
十
七
人

（
五
・
〇
％
）
の
増
加
と
な
っ
た
。
合
格
者

数
に
つ
い
て
は
右
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
入
試
セ
ン
タ
ー
）

●
セ
ン
ト
・
マ
イ
ケ
ル
ズ
・
カ

レ
ッ
ジ
と
覚
書
お
よ
び
学
部
学

生
交
換
に
関
す
る
協
定
を
締
結

ア
メ
リ
カ
の
セ
ン
ト
・
マ
イ

ケ
ル
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
と
本
学
の

間
で
、
覚
書
お
よ
び
学
部
学
生

交
換
に
関
す
る
協
定
を
締
結
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
協
定
大
学

は
二
十
七
の
大
学
と
な
る
。
セ

ン
ト
・
マ
イ
ケ
ル
ズ
・
カ
レ
ッ

ジ
は
、
バ
ー
モ
ン
ト
州
に
あ
る

四
年
制
私
立
大
学
で
あ
り
、
外

国
人
の
た
め
の
語
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

●
グ
ア
ヤ
キ
ル
・
サ
ン
チ
ャ
ゴ

・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
と
国
際
交

流
計
画
に
関
す
る
基
本
協
定
を

締
結エ

ク
ア
ド
ル
の
グ
ア
ヤ
キ
ル

・
サ
ン
チ
ャ
ゴ
・
カ
ト
リ
ッ
ク

大
学
と
本
学
の
間
で
、
国
際
交

流
計
画
に
関
す
る
基
本
協
定
、

学
部
・
大
学
院
学
生
交
換
に
関

す
る
協
定
、
学
部
・
大
学
院
学

生
交
換
に
関
す
る
覚
書
を
締
結

す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
協
定
大

学
は
二
十
八
の
大
学
と
な
る
。

グ
ア
ヤ
キ
ル
・
サ
ン
チ
ャ
ゴ
・

カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
は
、
エ
ク
ア

ド
ル
南
西
部
に
あ
る
グ
ア
ヤ
ス

州
の
州
都
グ
ア
ヤ
キ
ル
に
あ

り
、
外
国
人
の
た
め
の
ス
ペ
イ

ン
語
科
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

●
文
学
部
専
門
教
育
科
目
「
文

学
部
連
携
講
座
�
（
教
職
の
実

際
）」
を
開
講

本
学
と
大
阪
府
教
育
委
員
会

と
の
連
携
協
力
の
協
定
締
結（
平

成
十
五
年
四
月
四
日
）
を
受

け
、
文
学
部
で
は
、
平
成
十
八

年
度
秋
学
期
に
大
阪
府
教
育
委

員
会
か
ら
派
遣
さ
れ
る
教
職
実

務
に
通
じ
た
外
部
講
師
の
リ
レ

ー
方
式
に
よ
る
標
記
科
目
を
開

講
す
る
。

合格者数
１，２４７
１２６
４１８
８３
６３
５０
５０４
９３
１３２
２，７１６
１，３１２
１１０
１１０
５８０
７３
２４３
２，４２８
１，４４５
６２
１８３
２７
４１５
３４
６６
９

２，２４１
１，０６３
４６
８５
７
２２３
３

１，４２７
１，４８６
５２
５１８
１６３
５０

２，２６９
８２１
９９
１９９
７８

１，１９７
２，６５８
１，２５６
３５１
１，１７１
４５６
５，８９２
１２，０２３
１１０
１，０２７
３，６４７
９３８
４２５

１８，１７０

コース
デイタイム
フレックス
デイタイム
フレックス
デイタイム
フレックス
デイタイム
デイタイム
デイタイム

計
Ａ・Ｓ日程
Ｄ日程
後期Ｂ日程
センター前期
センター中期
センター後期

計
デイタイム
フレックス
デイタイム
フレックス
デイタイム
フレックス
デイタイム
フレックス

計
デイタイム
フレックス
デイタイム
フレックス
デイタイム
フレックス

計
Ａ・Ｓ日程
後期Ｂ日程
センター前期
センター中期
センター後期

計
Ａ・Ｓ日程
後期Ｂ日程
センター前期
センター中期

計
Ａ日程
Ｓ日程
後期Ｂ日程
センター前期
センター中期

計
Ａ・Ｓ日程
Ｄ日程
後期Ｂ日程
センター前期
センター中期
センター後期

合 計

日程・種別

Ａ日程

Ｓ日程

後期Ｂ日程

センター前期
センター中期
センター後期

Ａ・Ｓ日程

後期Ｂ日程

センター前期

センター中期

Ａ・Ｓ日程

後期Ｂ日程

センター前期

学部

法

文

経済

商

社会

総合
情報

工

合 計

寄
附
講
座
を
開
講

成
績
優
秀
者

な
ど
を
表
彰

商
学
部

文
学
部

第１０回

先
端
科
学
技
術

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
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今
春
卒
業
す
る
み
な
さ
ん
が

本
学
に
入
学
し
た
平
成
十
四
年

四
月
か
ら
十
八
年
三
月
ま
で
の

四
年
間
を
振
り
返
る
と
、
情
報

化
社
会
の
進
展
が
さ
ら
に
加
速

し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
と
い
っ
た
情
報

機
器
が
よ
り
身
近
な
存
在
と
な

り
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
が
便
利

に
な
っ
た
一
方
、
著
作
権
や
肖

像
権
の
侵
害
、
ま
た
個
人
情
報

漏
洩
と
い
っ
た
情
報
化
に
よ
り

も
た
ら
さ
れ
た
問
題
も
多
く
あ

る
。こ

の
よ
う
な
流
れ
の
な
か

で
、
総
合
情
報
学
部
が
設
置
さ

れ
て
い
る
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
で

も
、
こ
の
四
年
の
間
、
大
き
な

進
化
が
見
ら
れ
た
。
ま
ず
、
十

五
年
三
月
に
は
、
総
合
情
報
学

部
に
お
け
る
教
育
・
研
究
環
境

の
よ
り
一
層
の
整

備
、
充
実
を
図
る
た

め
、
本
学
創
立
百
二

十
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
六
百

人
収
容
の
情
報
メ
デ

ィ
ア
ホ
ー
ル
を
備
え

た
教
室
棟
（
Ｅ
棟
）

が
竣
工
し
た
。

同
年
十
月
に
は
こ

の
最
新
鋭
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

機
器
を
装
備
し
た
メ
デ
ィ
ア
ホ

ー
ル
を
会
場
と
し
て
「
関
西
大

学
総
合
情
報
学
部

創
設
十
周

年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開

催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
在
学

生
、
教
職
員
は
も
ち
ろ
ん
卒
業

生
、
地
元
高
槻
市
民
な
ど
約
千

人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

さ
ら
に
十
六
年
三
月
に
は
文

部
科
学
省
の
私
立
大
学
学
術
研

究
高
度
化
推
進
事
業
の
選
定
を

受
け
た
「
関
西
大
学
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が

竣
工
し
、
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
け
る
情
報
学
研
究
の
中
枢
的

存
在
と
し
て
機
能
し
、
同
時
に

そ
の
成
果
を
社
会
に
還
元
し
て

い
る
。

ま
た
、
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

の
重
要
な
ア
ク
セ
ス
で
あ
る
高

槻
市
営
バ
ス
に
関
し
て
は
、
Ｊ

Ｒ
高
槻
駅
北
新
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
が
十
六
年
八
月
に
完
成
し
、

バ
ス
乗
場
が
こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ｒ

高
槻
駅
西
か
ら
変
更
さ
れ
た
と

と
も
に
、
便
数
も
さ
ら
に
多
く

な
り
、
従
来
か
ら
の
混
雑
が
大

幅
に
緩
和
さ
れ
て
い
る
。

同
年
十
一
月
に
は
、
馬
場
・

厩
舎
が
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
か

ら
移
転
し
、
体
育
会
馬
術
部
が

活
動
を
開
始
し
た
。
現
在
は
本

年
七
月
の
完
成
を
め
ざ
し
、
第

二
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
国
際
競
技
規

格
の
通
年
型
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト

リ
ン
ク
「
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
」

の
建
設
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

こ
の
四
年
間
の
進
化
を
今
後
に

つ
な
げ
、
さ
ら
な
る
高
槻
キ
ャ

ン
パ
ス
の
発
展
を
望
ん
で
い

る
。

（
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
）

平
成
十
六
年
四
月
か
ら
、
建
設
を
進
め
て
き
た
総
合
学
生
会
館
「
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク

凜
風
館
」
が
、
二
月
十
四
日
に
竣
工
、
三
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
竣
工
式
に
は
、

森
本
靖
一
郎
理
事
長
、
河
田
悌
一
学
長
を
は
じ
め
、
大
学
お
よ
び
工
事
関
係
者
の
ほ
か

来
賓
を
含
め
約
二
百
人
が
出
席
し
、
完
成
を
祝
っ
た
。

こ
の
建
物
は
創
立
百
二
十

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
建
設
を
進
め
て
き
た
も
の

で
、
本
学
の
学
生
会
館
と
し

て
は
、
昭
和
三
十
七
年
に
建

設
さ
れ
た
誠
之
館
一
号
館
か

ら
実
に
四
十
三
年
ぶ
り
に
新

築
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

凜
風
館
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
（
一
部
鉄
骨
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
鉄
骨

造
）
地
上
四
階
建
、
延
床
面

積
約
一
万
四
百
八
十
二
平
方

�
で
、
屋
上
に
は
広
大
な
庭

園
を
つ
く
り
、
創
立
百
二
十

周
年
に
ち
な
ん
で
百
二
十
本

の
桜
を
は
じ
め
種
々
の
草
木

を
植
栽
し
、
ベ
ン
チ
が
配
置

さ
れ
て
い
る
。

一
階
は
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
、
学
生
同
士
が
自

由
に
語
り
合
う
こ
と
が
で
き

る
憩
い
の
場
で
あ
る
。
ま

た
、
学
生
生
活
課
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
室
を

移
設
し
た
。

二
階
、
三
階
は
関
西
大
学

生
活
協
同
組
合
が
運
営
に
あ

た
り
、
二
階
は
レ
ス
ト
ラ
ン

フ
ロ
ア
、
三
階
は
ブ
ッ
ク
ス

ト
ア
、
購
買
店
、
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
住
宅
相
談
室
の

ほ
か
、
ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ

や
カ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
、
ネ
イ
ル

サ
ロ
ン
が
新
し
く
設
置
さ

れ
、こ
れ
ま
で
に
な
い
サ
ー
ビ

ス
が
展
開
さ
れ
る
。

四
階
は
主
に
課
外
活
動
に

使
用
す
る
施
設
と
な
る
。
三

百
人
収
容
の
大
会
議
室
、
百

二
十
人
を
収
容
で
き
る
小
ホ

ー
ル
、
そ
の
ほ
か
に
和
室
と

会
議
室
が
あ
る
。

ま
た
、
凜
風
館
は
「
地
球

に
や
さ
し
い
建
物
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
、
種
々
工
夫

が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
四
階
外
部

フ
ェ
ン
ス
部
分
に
設
置
し
て

電
力
負
荷
の
軽
減
を
図
っ
て

い
る
。
併
せ
て
、
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備
に
よ
る

発
電
に
よ
り
電
力
負
荷
の
低

減
を
図
り
、
そ
の
ガ
ス
エ
ン

ジ
ン
の
排
熱
を
一
階
学
生
ラ

ウ
ン
ジ
の
床
暖
房
を
は
じ

め
、
凜
風
館
の
冷
暖
房
お
よ

び
厨
房
の
給
湯
、
隣
接
す
る

誠
之
館
四
号
館
の
冷
暖
房
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
サ
ボ
ニ
ウ
ス
型
風
車

（
研
究
用
）
を
九
台
設
置
し

て
効
果
的
に
発
電
で
き
る
よ

う
な
設
計
も
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
太
陽
光
発
電
、
風

力
発
電
お
よ
び
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
発
電
し

た
電
力
量
は
二
階
食
堂
南
西

に
設
置
さ
れ
た
Ｅ
Ｃ
Ｏ
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
で
表
示
し
、
学
生

の
エ
コ
意
識
を
啓
発
し
て
い

く
。
さ
ら
に
、
メ
デ
ィ
ア
パ

ー
ク
と
い
う
名
の
と
お
り
、

情
報
コ
ン
セ
ン
ト
と
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
を
設
置
し
、
学
生
は
自

由
な
時
間
に
パ
ソ
コ
ン
を
持

ち
込
み
、
情
報
コ
ン
セ
ン
ト

や
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
か
ら
電
子
メ

ー
ル
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
検

索
等
に
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

凜
風
館
の
完
成
に
よ
り
、

学
生
の
課
外
活
動
、
福
利
厚

生
面
が
ま
す
ま
す
充
実
す
る

こ
と
に
な
る
。

建設中のアイスアリーナ

上上：：アアナナムムキキャャンンパパスス

右右：：調調印印式式ににてて河河田田学学長長（（左左））
ととYYoooonn��DDaaee EEuuhh 学学長長（（右右））

以
文
館
と
簡
文
館
の
新
館
が

完
成
し
、
三
月
九
日
に
竣
工
式

が
執
り
行
わ
れ
た
。
式
に
は
森

本
靖
一
郎
理
事
長
、
河
田
悌
一

学
長
を
は
じ
め
、
大
学
お
よ
び

工
事
関
係
者
の
ほ
か
来
賓
を
含

め
、
延
べ
約
二
百
二
十
人
が
出

席
し
、
建
物
の
竣
工
を
祝
っ

た
。以

文
館
の
新
館
は
、
地
上
四

階
建
、
延
床
面
積
約
三
千

八
百
平
方
�
を
有
し
、
平

成
十
五
年
九
月
に
完
成
し

た
建
物
の
北
側
に
、
左
右

対
称
と
な
る
よ
う
に
設
計

・
建
築
さ
れ
た
。
こ
の
建

物
は
、
平
成
十
七
年
度
文

部
科
学
省
私
立
大
学
学
術

研
究
高
度
化
推
進
事
業「
学

術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事

業
」
の
採
択
を
受
け
て
建

設
さ
れ
た
も
の
で
、二
階
に
「
人

間
活
動
理
論
研
究
セ
ン
タ

ー
」、
三
階
に
「
ア
ジ
ア
文
化
交

流
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
そ
れ
ぞ

れ
の
研
究
活
動
拠
点
を
置
き
、

四
階
に
は
両
研
究
セ
ン
タ
ー
の

会
議
室
や
セ
ミ
ナ
ー
ス
ペ
ー

ス
、
収
蔵
庫
・
資
料
室
が
設
け

ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
一
階
に
は

新
た
に
二
百
八
十
席
を
擁
す
る

食
堂
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

ま
た
、
簡
文
館
の
新
館
は
、

地
上
四
階
建
、
延
床
面
積
約
千

五
百
八
十
平
方
�
を
有
し
、
文

部
科
学
省
私
立
大
学
学
術
研
究

高
度
化
推
進
事
業
「
オ
ー
プ
ン

・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業
」
と
し
て
選
定
を
受
け
た

「
な
に
わ
・
大
阪
文
化
遺
産
学

研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
、
博
物
館

の
一
組
織
と
し
て
設
置
さ
れ

た
。
一
階
に
は
文
化
遺
産
実
習

展
示
室
や
保
存
処
理
分
析
作
業

室
、
二
階
に
は
合
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
室
や
会
議
室
、
図
書

庫
、
三
階
に
は
特
別
収
蔵
庫
、

一
般
収
蔵
庫
、
四
階
に
は
研
究

室
、
資
料
室
・
収
蔵
室
、
画
像

処
理
室
・
分
析
作
業
室
、
写
場

な
ど
が
あ
る
。

両
建
物
の
完
成
に
よ
り
、
本

学
の
教
育
・
研
究
活
動
が
よ
り

充
実
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
る
。

平
成
十
七
年
度
秋
学
期
の
文

学
部
総
合
講
座
「
日
本
学
Ⅱ
」

は
、「
か
ざ
り
の
コ
ス
モ
ロ
ジ

ー
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
を
行
う

な
か
で
、
日
本
に
お
け
る
ジ
ュ

エ
リ
ー
文
化
を
取
り
上
げ
た
。

講
師
の
畠
健
一
ジ
ャ
パ
ン
ジ
ュ

エ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
校

長
は
、
宝
石
鑑
定
の
専
門
家
の

立
場
か
ら
、
宝
飾
文
化
、
宝
石

鑑
定
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
に
関

す
る
講
義
を
行
っ
た
。
ま
た
、

受
講
生
参
加
型
の
公
開
授
業
に

先
立
っ
て
は
、
横
田
仁
美
セ
ン

ト
ア
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

代
表
に
よ
る
実
践
的
な
講
義
が

行
わ
れ
た
。

昨
年
十
二
月
十
五
日
の
第
四

時
限
目
に
公
開
授
業
と
し
て
、

ミ
ニ
ジ
ュ
エ
リ
ー
シ
ョ
ー
を
開

催
。
受
講
生
自
身
が
モ
デ
ル
に

な
っ
て
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
楽
し

み
、
非
日
常
の
空
間
を
作
り
出

し
た
。
本
学
初
の
試
み
で
あ
る

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
ジ
ュ
エ
リ
ー

シ
ョ
ー
は
、「
木
下
真
珠
」「
丸

善
宝
飾
」「
モ
リ
ス
」「
ビ
ジ
ュ

ー
ド
・
ヒ
ト
ミ
」
の
み
な
さ
ん

か
ら
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
提
供
に
よ

っ
て
実
現
し
た
。「
か
ざ
り
の
コ

ス
モ
ロ
ジ
ー
」
は
、
平
成
十
八

年
度
春
学
期
も
開
講
予
定
。

（
文
学
部
教
学
主
任

奥
村
佳
代
子
）

こ
の
ほ
ど
韓
国
の
高
麗
大
学
と
の
間

に
基
本
協
定
と
学
生
交
換
協
定
を
締
結

す
る
こ
と
の
同
意
を
得
て
、
二
月
二
十

日
に
本
学
河
田
学
長
が
同
大
学
を
訪

問
、
調
印
式
が
行
わ
れ
た
。

高
麗
大
学
は
、
一
九
〇
五
年
に
創

立
、
一
九
四
六
年
に
総
合
大
学
と
し
て

創
設
さ
れ
、
昨
年
創
立
百
周
年
を
迎
え

た
。
十
八
の
学
部
と
十
八
の
大
学
院
を

持
つ
私
立
の
総
合
大
学
で
、
韓
国
で

は
、
ソ
ウ
ル
大
学
、
延
世
大
学
と
と
も

に
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ク
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
ソ
ウ
ル
市
内
城
北
区
に
あ
る

ア
ナ
ム
キ
ャ
ン
パ
ス
（
メ
イ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
と
科
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
分
か
れ
て

い
る
）
と
ソ
ウ
ル
市
か
ら
百
四
十
�
南

に
あ
る
ソ
チ
ャ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
成

り
、
約
二
万
六
千
人
の
学
部
学
生
と
約

八
千
人
の
大
学
院
生
が
学
ん
で
い
る
。

今
回
の
学
生
交
換
協
定
締
結
に
よ

り
、
毎
年
二
人
枠
で
交
換
を
行
う
こ
と

に
な
り
、
同
大
学
で
の
授
業
料
が
全
額

免
除
さ
れ
、
派
遣
留
学
生
の
た
め
の
給

付
奨
学
金
制
度
も
あ
る
。
平
成
十
八
年

四
月
か
ら
平
成
十
九
年
度
交
換
派
遣
留

学
生
の
募
集
を
行
う
の
で
、
同
大
学
へ

の
留
学
を
希
望
す
る
人
は
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
、
記
念
す
べ
き
第
一
期
派
遣
留
学

生
を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
。

高
麗
大
学
は
本
学
に
と
っ
て
、
韓
国

で
は
、
漢
陽
大
学
、
東
亜
大
学
、
嶺
南

大
学
に
続
く
四
番
目
、
全
体
で
は
二
十

六
番
目
の
協
定
大
学
と
な
る
。

今
後
、
本
学
の
国
際
交
流
に
関
す
る

新
構
想
に
基
づ
い
て
、
平
成
二
十
一
年

ま
で
に
世
界
各
地
に
協
定
大
学
を
五
十

校
ま
で
増
や
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
）

以文館

簡
文
館

○
ビ
バ
�

ベ
ン
チ
ャ
ー
吹
田

◆
最
優
秀
賞

商
学
部
三
年
次
生

北
畠

智

弘（
平
成
十
七
年十

一
月
十
五
日
）

○
環
境
省
水
・
大
気
環
境
局

◆
平
成
十
七
年
度
大
気
環
境
保

全
活
動
功
労
者
表
彰

工
学
部
教
授

岩
壷

卓
三

（
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
）

○
社
団
法
人
日
本
非
破
壊
検
査

協
会

◆
新
進
賞

工
学
研
究
科
Ｍ
一

佐
伯

祐

輔（
平
成
十
七
年

十
二
月
二
日
）

○
第
七
回
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ

ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
大
阪

◆
摂
津
水
都
信
用
金
庫
賞

工
学
研
究
科
Ｍ
二

井
上

勇

樹（
平
成
十
八
年一

月
二
十
六
日
）

○
財
団
法
人
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

◆
「
創
造
性
涵
養
助
成
事
業
」

ア
イ
デ
ィ
ア
賞

総
合
情
報
学
部
三
年
次
生

木

下

智
弘

（
平
成
十
八
年
二
月
九
日
）

○
文
学
部
教
授

澤
井
繁
男
著

『
腎
臓
放
浪
記
―
臓
器
移
植
者

か
ら
み
た
「
い
の
ち
」
の
か
た

ち
』

（
平
成
十
七
年
十
一
月
十
日
・

平
凡
社
新
書
・
定
価
七
百
三
十

五
円
∧
税
込
∨
）

○
文
学
部
教
授

藪
田

貫
著

『
近
世
大
坂
地
域
の
史
的
研

究
』

（
平
成
十
七
年
十
二
月
十
日
・

清
文
堂
出
版
・
定
価
一
万
二
百

九
十
円
∧
税
込
∨
）

以
文
館
と
簡
文
館
の
新
館
が
竣
工

地
球
に
や
さ
し
い
建
物

「
か
ざ
り
の

コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」

総合
学生会館

高高麗麗大大学学とと
協協定定をを締締結結

進
化
し
た
四
年
間
、
さ
ら
な
る
発
展
を
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この文字、いくさという字にしんにゅうがかかっている
のだから、戦い取るにも相当の努力を要すると示唆してい
まいか。人間が陥りやすい最大の錯覚の一つは、自分の活
路は自分ひとりで見出せると妄信することかもしれず、人
の助けや支えがなくても大丈夫とつい天狗になりがち。好
運は感謝を忘れぬ人に訪れ、悪運強き人にはいずれつけが
まわり、悲運の人は、嘆くなかれ、おのれの旬さえ見誤ら
なければ、帳尻があう人生が待ちうけているはずである。

法学部教授 山野　博史

出会いを意味する邂逅という語がある。若い時にいかなる書物に邂逅し、
いかなる人に邂逅するかが、その人の生涯を決定すると言っても過言ではあ
るまい。しかし重要なのは、人を求め書物を求める意欲があって初めて邂逅
が可能ということである。＜求める＞意欲がなければ人も書物も眼前を素通
りしてしまうだろう。ただし、求めるといっても、ひたすら巨億の富を追求
し、挙句に逮捕されるごとき欲望の肥大化とは無縁なこと無論である。

文学部教授 吉田　永宏

この4年間、所属政党を「ぶっ壊す」と宣言した首相によ
って構造改革が進められてきた。規制緩和、金融改革、郵
政民営化等、一連の改革はいずれも、既存制度・既得権益
を「ぶっ壊す」ことで、硬直化した日本経済の活性化を図
ろうとしている。賛否両論はあるが、やはり、新たな活力
を生むには常識を疑い、壊すことも必要である。卒業生の
みなさんも、ぜひ、既存のしくみを「ぶっ壊す」くらいの
熱意と勇気を持って社会に臨んでほしいと思う。

経済学部助教授 前川　聡子

卒業おめでとう。｢一字に託す｣なら、「創」の字を贈りた
い。次代を担う若い人が、独創的な新しいものを生み出す
力に期待したいからである。ものの見方、考え方において、
他者の模倣ではなく、独自のものを創造し、自分の世界を
切り開くこと。しかも全人類的視点に立って、意義あるも
のを何ほどか付け加えること。言うは易く行うは難し、で
ある。しかし創造は喜びでもある。喜びに満ちた創造の連
続である人生を歩んで欲しい。

工学部教授 中井　暉久
「情」にはさまざまな意味が含まれている。まず

一つ目として情報が挙げられる。今は高度情報化社
会で、社会で活躍するにあたり必要不可欠といえる。
二つ目に情熱が挙げられる。今社会に船出をしよう
としているみなさんはきっと大きな情熱を携えてい
ることだろう。その情熱をいつまでも失わないでほ
しい。最後に人情を挙げようと思う。人情とは、他
者を思いやる気持ち、それをぜひ忘れないでほしい。
みなさんの活躍、発展を心から祈念する。

社会学部教授 王　耀鐘

旅は、人に知的刺激を与え、人の好奇心を満たす。旅に出ると、心が高揚するのはその
ためである。人が旅に魅せられる大きな理由は、それが人の知的発達を促す契機となるか
らではないかと思う。筆者の大学院時代の恩師は常々、「生とは心の旅である」と語ってお
られた。蓋し至言である。社会への新しい旅立ちを始める卒業生のみなさんが、これから
の長い人生において、すばらしい心の旅を続けていかれることを切に望む。

商学部教授 安部　誠治

君たちは今、混沌たる情報の渦の中、さ
まざまな誘惑にさらされ、身も心も揺れ動
いている。未来は見えない。現在を見極め
ることもむずかしい。君たちはそんな時代
を生きている。だが君たちを導く光は君た
ち自身の中に在る。君たちの　々しい不羈

ふ　　き

の魂こそがその光である。確固として揺る
ぎない己自身を信じ、 然とこうべを上げ
て未踏の世界に踏み出して欲しい。「 」と
した心を持って。

外国語教育研究機構教授　

宇佐見太市

人が社会を構成し、互いの幸せを高めて
いくためには、互いを信頼し、協力できる
ことが必要である。信は、人の誓いの言葉
を意味する。他人から信頼されなければな
らない。信頼は裏切ってはならない。しか
し、信よりも大事なものがある。幸である。
信を失って得られる幸に限りがあるのがわ
かっても、幸をとるのが人の宿命である。
夏目漱石の「心」の先生もそうした。相克
のないことを念じつつ、信のうえに幸が築
かれることを祈りたい。

社会に出て仕事に就いた際、大切なこ
とは、自分の仕事に関連した知識を豊富
に吸収するよう努めることである。豊富
な知識は、自信の源にもなる。「知は力な
り」というではないか。
また、社会に出て仕事をするというこ

とは、人の輪の中で生きていくというこ
とをも意味する。よく人を知り、人に自
分をよく知ってもらおう。

大学院法務研究科教授

石井　一正
論語の中にある孔子の言葉だが、仁とは愛、人間らしく

人を思いやる心、人として最も崇高なものであると思う。4
年間、アメリカンフットボールを追い求めてきた私にとっ
て、仲間は私のすべてだった。グラウンドで一緒に流した
汗と血と涙。私が人として少しでも成長できたとしたら、
アメフトの中での事であり、一生の宝として仲間たちを誇
りに思う。これからもこの仁の思いを持ち、共生を実現し
たい。4年間、私を育ててくれた関大に感謝したいと思う。

第2部商学部 義政　知也

この「穣」という漢字には「豊かな実りを得る」という意味がある。私
にとって、その実りとは友人関係である。私は大学生活を通じていろいろ
な友人を持つことができた。講義中に意気投合した友人や、趣味の合う友
人と一緒に過ごす時間は常に笑いが絶えず、大学生活を楽しく過ごすこと
ができた。私の大学生活は友人達のおかげで豊かなものになったと実感し
ている。私はこの大学生活で得た友人という実りをこの先も大事にしてい
きたい。

工学部 成竹　　剛

険しかった。あの有名な判決を書いた裁判官。元最高裁調
査官。超一流の学者。現役の鬼検事。白い巨塔の弁護士。
法曹界を支えてきた蒼々たる面々。なのにいつも気軽に
「ヨォ」と声をかけてくれた石井先生。膝をつき合わせて熱
く教えてくれた山中先生。意外と気さくな島田先生。あえ
て厳しかった今西、やさしい気配りの大和、実は温かい木
下、凄すぎた早川、等々の諸先生。書ききれない。彼らの
思いを次の法曹実務界に繋げて行かねば。もっと険しいに
違いない。

大学院法務研究科 村井　勝則

２年間の大学院生活で学んだことは、「以和為貴」である。
外国語教育のめざすところもきっと「以和為貴」ではない
だろうか。それゆえに、これからの日本を担っていく子ど
もたちに、英語教育を通じてこのことを伝えていきたいと
思う。そして、それが平和教育になることを切に願って止
まない。もし、この大学院に入学していなかったら、「外国
語教育とは何か？」と問われても軽率なことしか答えられ
ない指導者として悲劇の舞台に立ち続けたことだろう。い
や、喜劇の舞台かもしれない。

大学院外国語教育学研究科 田尻利恵子

関西大学で過ごした日々は、「今日を歩く」素晴らしさを
教えてくれた。だから、たとえ平成14年4月行きのチケッ
トを手にしたとしても、あの日に帰りたいとは思わない。
学生生活を終え、私たちはまた歩き出す。たまに懐かし

く昨日を振り返りながら、不格好でも毎日、歩き続けるだ
ろう。自分らしい歩き方で一歩ずつ進んで行こうと思う。
先生方をはじめ、お世話になったみなさま、本当にあり

がとうございました。

総合情報学部 石原　知佳

物事のきっかけを無限に掴み取れる大学生活で、私は心惹かれるままにさまざまな世界
へ歩み寄った。そして経験や触れ合いを通し、譲れない想いや守りたいコト・人など、自
分にとっての「幸せの土台」に少しずつ気付き始めた。それまで決めつけていた自分の未
来像を穏やかに打ち壊して模索し直せたのも、その土台を守るための重要な転換だと思え
たからである。そんなふうに多くを感じる日々の中、本当の自分らしさに触れた4年間だっ
た。

社会学部 能勢亜梨紗

情

運 求

壊

創

旅

知

信

大学生活では多くの決断する場面があり、
そのすべてが自分との戦いでもあった。資
格取得を諦めかけたとき、進路を悩み続け
ていたとき、先生や仲間からの助言や励ま
しを心の支えとして、真剣勝負で挑んだ。
これから夢へ向かう道には、信号も分岐点
もたくさんあると思うが、真意を隠さず、
真っ向から立ち向かっていこうと思う。自
分自身でしっかりと根を張り、今持ってい
る小さな小さなつぼみをいつか咲かせたい
と思う。

商学部　乾　　和代

真私はゼミで活動している時にこれを実感
した。何かを機に、空気がふわっと軽くな
る。加速していることを確かめ合い、嬉し
くて、わくわくして……そういった気持ち
が私たちをさらに加速させる。学業もサー
クルも同じ。勢いに乗れば、多少しんどく
てもどんどん前へ進める。逆に、勢いがな
くなることもある。でも大丈夫。それは、
次の勢いをつけるために助走しようと、少
し後ろに下がっただけだから。私たちは、
何度でも勢いに乗れる。

経済学部　山 香織

勢

「縁」あってこの学園に進み、学び、早
４年。振り返ってみると、私は、ここで数
多くの素敵な「縁」にめぐり逢えた。辛い
とき、道に迷ったとき、「縁」は、「援」と
なり、支え励ましてくれた。
時に、「縁」が集まり「宴」となって、最

高の時間を共有することができた。そして
卒業を迎えた今、この「縁」が、少しも欠
けることない「円」となり、私の背中を後
押ししてくれている。このご縁に心から感
謝したいと思う。

文学部　柳谷　梨乃

縁
人と人が支え合ってできていると言われ

るが、短い側だけが一生懸命に支えている
ように見える。
しかし長い側も、相手を信じ、絶えず励
ましの言葉をかけているに違いない。そも
そも頼りない相手には身を委ねられない。
その信頼と声援があるからこそ短い側は耐
えることができるのである。
互いに信頼し合い、それぞれの役割を果
たす。その上に、人間関係は成立するので
ある。

法学部 江崎　千紗

人一
字
に
託
す

誠意をもって行動することが私のモット
ーだ。誠意とはことにあたって真摯に、ま
じめに対処することである。何事にも真正
面からあたり、正々堂々と正面から進んで
いくことが最も大事だと思う。誠の字義は、
一に「嘘や偽りでないこと」、二に「いつわ
りのない心、人に対してよかれと思う心、
まごころ」とある（三省堂「大辞林第二版」）。
「成せば成る」の精神が、誠という字に表現
されているのではないだろうか。

総合情報学部教授 黒　　裕之

誠

送
辞
と
答
辞

感
穣 仁

険

和
法学部教授

栗田　　隆

（４）平成１８年（２００６年）３月２０日第 ３３３ 号（５）
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卒
業
す
る
み
な
さ
ん
の
な
か

に
は
、日
本
学
生
支
援
機
構
（
旧

日
本
育
英
会
）、
関
西
大
学
、
地

方
自
治
体
等
の
奨
学
生
と
し

て
、
学
業
に
励
ん
で
き
た
人
も

多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
在
学
中

に
貸
与
を
受
け
た
奨
学
金
が
先

輩
諸
君
の
返
還
金
に
よ
り
運
用

さ
れ
て
い
た
の
と
同
様
、
今
後

は
み
な
さ
ん
の
返
還
金
に
よ
り

後
輩
諸
君
へ
奨
学
金
が
貸
与
さ

れ
て
い
く
こ
と
を
理
解
願
い
ま

す
。

返
還
方
法
等
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
奨
学
金
ご
と
に
す

で
に
説
明
が
行
わ
れ
て
お
り
、

「
返
還
誓
約
書
」
を
提
出
し
、

「
返
還
の
し
お
り
」
等
も
す
で

に
配
布
し
て
い
る
の
で
、
十
分

承
知
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

返
還
の
期
日
が
近
づ
く
と
、

奨
学
生
に
は
「
振
替
案
内
」
等

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
返
還
関
係

書
類
が
手
元
に
届
か
ず
、
連
帯

保
証
人
に
迷
惑
を
か
け
た
り
、

延
滞
利
息
を
加
算
さ
れ
た
り
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
卒
業
後

に
異
動
（
住
所
変
更
、
改
氏

名
、
連
帯
保
証
人
の
変
更
等
）

が
あ
れ
ば
、
す
み
や
か
に
届
け

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

長
期
に
わ
た
り
著
し
く
返
還

を
怠
っ
て
い
る
場
合
は
、
法
的

手
段
に
訴
え
る
こ
と
も
含
め
、

厳
し
い
処
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

卒
業
後
の
返
還
計
画
を
し
っ

か
り
立
て
、
延
滞
し
な
い
よ
う

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

現
代
社
会
は
め
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
て
い
ま
す
。
政
治
、
経

済
、
産
業
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

い
て
、
昨
日
ま
で
の
常
識
が
明

日
の
非
常
識
に
も
な
り
う
る
時

代
で
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て

肝
要
な
こ
と
は
、
学
生
時
代
に

培
っ
た
知
識
や
技
術
を
さ
ら
に

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、
新
た
な
も

の
に
挑
戦
し
て
い
く
姿
勢
で

す
。
関
西
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ

ョ
ン
・
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
で

は
、
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
の
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
た

め
に
、
一
般
社
会
人
よ
り
も
廉

価
な
卒
業
生
料
金
を
設
定
し
た

各
種
資
格
講
座
や
一
般
勤
労
者

を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

を
開
講
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
高
い
レ
ベ
ル
を
め
ざ

し
、
個
性
を
磨
き
た
い
と
思
っ

た
と
き
「
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

・
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
」
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
�
０６
―

６
３
６
８
―

０
７
２

１
）

悩
み
ご
と
は

気
軽
に
相
談

心
理
相
談
室
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
心
の
悩
み
を
持
っ
た
人
た

ち
を
対
象
に
臨
床
心
理
士
な
ど

の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
心
理
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
相
談
室
は
卒
業
生
も
対
象

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
卒
業

後
、
ス
ト
レ
ス
・
対
人
関
係
・

不
安
・
緊
張
等
で
悩
ん
だ
時

は
、
心
理
相
談
室
を
訪
ね
て
く

だ
さ
い
。
面
接
は
予
約
制
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
電
話
に
て

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
�
０６
―

６
３
６
８
―

０
２
７

８
）

受
付
時
間

月
〜
土
曜
日

九

時
〜
十
六
時

卒
業
し
て
社
会
人
と
な
る

と
、
情
報
化
の
波
に
加
え
、
国

際
化
・
多
様
化
し
て
い
く
現
代

社
会
の
中
で
、
上
手
に
情
報
を

使
い
こ
な
す
こ
と
が
要
求
さ
れ

る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、「
生
涯
学

習
」
に
よ
り
、
自
己
の
人
格
を

よ
り
豊
か
に
形
成
し
て
い
く
努

力
も
不
可
欠
で
し
ょ
う
。

図
書
館
で
は
多
様
な
情
報

や
、
情
報
を
探
す
た
め
の
ツ
ー

ル
を
提
供
し
、
こ
れ
か
ら
の
生

涯
学
習
を
側
面
か
ら
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
学
の
教
育
研
究
に
支
障
を
き

た
さ
な
い
範

囲
と
な
り
ま

す
が
、
在
学

中
と
同
様
、
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。利

用
手
続
、
サ
ー
ビ
ス
等
は

次
の
と
お
り
で
す
。

１
「
校
友
利
用
券
」
の
発
行

�
申
込
場
所

総
合
図
書
館

メ
イ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
（
一
階
）

ま
た
は
高
槻
図
書
室

�
申
込
方
法

申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
現
住
所
を

確
認
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許

証
・
健
康
保
険
証
等
）を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
校
友

利
用
券
を
即
時
発
行
し
ま
す
。

※
本
年
度
の
卒
業
生
は
、
四
月

一
日
以
降
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

�
有
効
期
限

当
該
年
度
。

更
新
の
手
続
き
を
す
る
と
、
継

続
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

２

利
用
サ
ー
ビ
ス

�
館
外
貸
出

五
冊
以
内
、

二
週
間
以
内

（
試
験
期
間

は
制
限
あ

り
）�

複
写
サ
ー
ビ
ス
（
図
書
館

資
料
に
限
定
）

３

図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http���www
.kansai

―u.ac.

jp�Library�hom
e.htm

蔵
書
検
索
や
図
書
館
か
ら
の

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。�

図
書
館
の
開
館
日
・
利
用

案
内
・
図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
等

�
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
（
Ｋ

Ｏ
Ａ
Ｌ
Ａ
）

�
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
源

有
用
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
紹

介
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る

ニ
ュ
ー
ス
を
提
供
し
ま
す
。

詳
細
は
総
合
図
書
館
メ
イ
ン

カ
ウ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
も
今
日
か
ら
校
友

本
学
の
校
友
は
現
在
二
十
九

万
四
千
余
人
で
、
会
員
の
親
睦

と
母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
大
学
の
外
郭
団

体
と
し
て
関
西
大
学
校
友
会
を

組
織
し
て
い
ま
す
。
特
に
卒
業

生
の
住
所
管
理
は
大
学
か
ら
業

務
委
託
を
受
け
て
お
り
、
大
学

と
共
同
利
用
し
て
い
ま
す
。

活
動
と
し
て
、
機
関
紙
『
關

大
』、『
校
友
名
簿
』
の
発
行
、

校
友
総
会
、
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
ほ
か
、
校
友
の

親
睦
を
は
か
る
各
種
事
業
と
、

学
生
の
学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
振
興
の
た
め
積
極
的
な
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
・
職
場
に
も
連
携
組
織

ま
た
、
地
域
支
部
・
職
域
会

・
同
期
会
・
関
係
校
友
会
・
各

種
団
体
な
ど
二
百
六
十
余
の
連

携
組
織
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
総

会
や
懇
親
会
、
親
睦
事
業
を
活

発
に
展
開
し
て
お
り
、
新
校
友

の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
待
っ
て

い
ま
す
。

校
友
基
本
カ
ー
ド
の
提
出
を

み
な
さ
ん
に
お
送
り
し
て
い

る
「
校
友
会
案
内
」
に
同
封
の

「
校
友
基
本
カ
ー
ド
」
は
、
み

な
さ
ん
と
母
校
・
校
友
会
を
結

ぶ
基
礎
デ
ー
タ
と
な
る
重
要
な

も
の
で
す
。
四
月
十
日
ま
で
に

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

新
卒
業
生
名
簿

を
発
行
し
ま
す

こ
の
カ
ー

ド
を
資
料
に

七
月
初
旬
に

「
新
卒
業
生
名
簿
」
を
発
行
し

ま
す
。
こ
の
名
簿
は
、
校
友
相

互
の
親
睦
の
た
め
に
の
み
利
用

し
、
第
三
者
に
提
供
し
な
い
こ

と
を
誓
約
し
た
場
合
の
み
予
約

で
き
ま
す
。学
部
・
学
科
別
に
氏

名
・
勤
務
先
・
住
所
・
自
宅
電

話
を
掲
載
し
た
も
の
で
、
予
約

定
価
二
千
円（
送
料
共
）で
す
。

ま
た
、
こ
の
名
簿
に
住
所
や

勤
務
先
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な

い
人
は
、
カ
ー
ド
の
該
当
欄
に

チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
場
合
は
、「
公
開
不

可
」
扱
い
と
し
、
名
簿
へ
は
掲

載
し
ま
せ
ん
。
な
お
、
カ
ー
ド

の
返
信
が
な
い
場
合
は
、
名
簿

へ
の
住
所
等
の
掲
載
を
了
承
さ

れ
た
も
の
と
し
て
扱
い
ま
す
。

基
本
会
費
の
納
入
者
に

機
関
紙
『
關
大
』
を
送
付

卒
業
式
で
配
布
し
た
機
関
紙

『
關
大
』
を
年
六
回
（
奇
数

月
）
に
送
付
し
ま
す
。
未
納
の

人
に
は
別
途
案
内
し
て
い
ま
す

の
で
、
早
急
に
振
り
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

校
友
だ
け
が
持
て
る
�
関
西
大

学
校
友
カ
ー
ド
�
に
入
会
を

校
友
だ
け
が
所
持
で
き
る�
関

西
大
学
校
友
カ
ー
ド
�
は
、
Ｊ

Ｃ
Ｂ
・
Ｕ
Ｃ
ビ
ザ
・
Ｕ
Ｃ
マ
ス
タ

ー
・
Ｄ
Ｃ
ビ
ザ
・
三
井
住
友
ビ
ザ

の
五
ブ
ラ
ン
ド
が
あ
り
、
カ
ー

ド
会
社
の
各
種
機
能
の
ほ
か
、

提
携
優
待
店
な
ど
独
自
の
特
典

も
あ
り
ま
す
。
卒
業
の
機
会
に

ぜ
ひ
入
会
し
て
く
だ
さ
い
。

本
学
に
お
け
る
研
究
活
動
を

広
く
産
業
界
に
紹
介
し
、
新
産

業
創
出
等
科
学
技
術

の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
、
な
ら
び
に
関

西
大
学
先
端
科
学
技
術
推
進
機

構
（
以
下
、
機
構
）
の
研
究
員

（
関
西
大
学
教
員
）
と
会
員
（
企

業
、個
人
）
お
よ
び
会
員
相
互
間

の
連
携
に
よ
り
、
機
構
お
よ
び

会
員
の
発
展
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
企
業
お
よ
び
個

人
に
よ
る
会
員
制
度
の
賛
助
組

織
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

�

振
興
会
会
員
へ
の
基
本
的

な
サ
ー
ビ
ス

定
例
の
研
究
会
な
ど
を
通

じ
て
、
機
構
の
研
究
員
と
の

交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
、

委
託
研
究
、
試
験
分
析
、
技

術
相
談
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま

す
。ま

た
、
機
構
発
行
の
機
関

紙
の
無
料
配
布
や
試
験
・
分

析
の
優
遇
措
置
、
講
演
会
な

ど
の
案
内
、
招
待
が
あ
り
ま

す
。

�

年
会
費

法
人
会
員
、
個
人
会
員
と

も
一
口
二
万
円
、
入
会
金
は

不
要
で
す
。

�

振
興
会
の
事
業
活
動

年
八
回
に
わ
た
り
、
毎
年

テ
ー
マ
を
設
定
し
て
大
学
で

開
催
す
る
研
究
会
、
会
社
見

学
会
お
よ
び
外
部
と
の
交
流

を
実
施
す
る
合
宿
研
究
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
表
彰
事
業
と
し
て

「
学
の
実
化

賞
」、「
産
学
連

携
賞
」、「
技
術

開
発
賞
」
お
よ
び
「
研
究
奨

励
賞
」
な
ど
の
表
彰
制
度
を

設
け
、
研
究
活
動
、
産
学
連

携
活
動
お
よ
び
知
的
財
産
の

創
造
・
活
用
に
対
し
て
、
顕

著
な
功
績
が
認
め
ら
れ
る
機

構
研
究
員
、
優
れ
た
技
術
開

発
を
行
っ
た
会
員
等
を
表
彰

し
て
い
ま
す
。

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、
卒
業

後
は
、
自
ら
決
め
た
目
標
に
向

か
っ
て
一
歩
ず
つ
着
実
に
前
進

し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

卒
業
後
の
進
路
（
就
職
先

等
）
を
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

報
告
し
て
い
な
い
人
は
、
至
急

届
け
出
て
く
だ
さ
い
（
Ｋ
Ｉ
Ｐ

Ｓ
か
ら
入
力
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
）。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、
今
後
、
卒
業
生
が
働
い
て

い
る
職
場
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。
後
輩
の
就
職
活
動
の
際
の

貴
重
な
情
報
と
な
り
ま
す
の

で
、
協
力
願
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
就
職
活
動
を
続

け
て
い
る
人
に
対
し
て
、
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
卒
業
生
就
業

支
援
室
を
設
置
し
て
、
卒
業
後

も
支
援
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

気
軽
に
相
談
に
来
て
く
だ
さ

い
。キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

学
生
の
就
職
活
動
時
に
企
業
研

究
の
一
環
と
し
て
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
を
訪
問
す
る
こ
と
を
勧
め
て

い
ま
す
。
今
後
み
な
さ
ん
は
、

後
輩
の
就
職
活
動
に
つ
い
て
相

談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
自
分
自
身
の
経
験

を
活
か
し
た
助
言
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
学
生
が
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

の
連
絡
先
を
知
る
手
段
と
し

て
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、
校
友
会
が
発
行
す
る
、
み

な
さ
ん
の
連
絡
先
等
が
記
載
さ

れ
た
「
校
友
名
簿
」
の
閲
覧
を

所
定
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
に

よ
り
許
可
し
て
い
ま
す
。
こ
の

取
り
扱
い
に
賛
同
し
な
い
場
合

は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（
�
０６
―

６
３
６
８
―

１
１
５

６
）

卒
業
後
も

利
用
で
き
ま
す

本
学
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

で
、白
馬
栂
池
高
原
ロ
ッ
ジ
（
長

野
県
北
安
曇
郡
）、
六
甲
山
荘

（
神
戸
市
）、
彦
根
荘
（
彦
根

市
）は
、卒
業
後
も
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
家
族
と
の
旅

行
や
友
人
と
の
集
い
に
ぜ
ひ
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。
利
用
を
希

望
す
る
人
は
、総
務
課（
百
周
年

記
念
会
館
内
）に
来
課
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トh

ttp���w
w
w
.k
an

sai�
u
.ac.jp�J

igyo�s
em
in
ar�in

dex.h
tm
l

も
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
場
所
・
時
間
】

総
務
課（
百
周
年
記
念
会
館
内
）

（
�
０６
―

６
３
６
８
―

０
２
９

７
）

月
〜
金
曜
日

九
時
〜
十
六
時

商
学
部
で
は
、
公
認
会
計
士

試
験
受
験
希
望
者
に
対
す
る
支

援
と
し
て
学
部
主
催
で
公
認
会

計
士
に
関
す
る
講
演
会
、
簿
記

コ
ン
テ
ス
ト
お
よ
び
答
案
練
習

会
を
適
宜
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
四
月
上
旬
お
よ
び
九

月
下
旬
に
商
学
部
事
務
室
で
所

定
の
手
続
き
を
と
れ
ば
、
千
里

山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
習
室
に
備

え
付
け
ら
れ
た
公
認
会
計
士
受

験
に
関
わ
る
参
考
書
や
受
験
雑

誌
、
自
習
用
の
机
な
ど
を
利
用

で
き
ま
す
。
詳
細
は
、
商
学
部

の
掲
示
を
参
照
の
こ
と
。

公公
認認
会会
計計
士士

試試
験験
受受
験験

■関西大学奨学金（在学中の貸与額によって異なる）
返還年賦額

１００，０００円

１２０，０００円

１５０，０００円

貸与総額の２０分の１

貸与総額
９００，１００
～１，２００，０００円
１，２００，１００
～１，６００，０００円
１，６００，１００
～３，０００，０００円

３，０００，１００円以上

返還年賦額

５０，０００円

６０，０００円

７０，０００円

９０，０００円

貸与総額

２００，０００円以下

２００，１００
～３００，０００円

３００，１００
～６００，０００円

６００，１００
～９００，０００円

返還額と返還期間の概要 ～平成１４年度入学生の例～
■日本学生支援機構奨学金
１年次から４年次まで奨学生であった場合の例�４５カ月分�

返還年数
１５年
１６年

１年次から４年次まで奨学生であった場合の例�４８カ月分�
返還年数
１３年
１５年
２０年
２０年

（注）利率上限年利３．０％で貸与されたものとして計算しています。

返還月額
１２，７５０円
１４，２９６円

返還月額
１１，２９３円
１６，７６９円
２１，５３１円
２６，９１４円

返還総額
２，２９５，０００円
２，７４５，０００円

返還総額
１，７６１，９１７円
３，０１８，５６８円
５，１６７，５８６円
６，４５９，５１０円

貸与総額
２，２９５，０００円
２，７４５，０００円

貸与総額
１，４４０，０００円
２，４００，０００円
３，８４０，０００円
４，８００，０００円

貸与月額
５１，０００円
６１，０００円

貸与月額
３０，０００円
５０，０００円
８０，０００円
１００，０００円

種別
第一種
（無利子）

種別

第二種
（有利子）

後
輩
指
導
も
よ
ろ
し
く

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す
人
へ

関関
西西
大大
学学

科科
学学
技技
術術

振振
興興
会会

ああすすをを拓拓くく ああすすをを担担うう

卒卒業業すするるみみななささんんへへ

キキ
ャャ
リリ
アア

セセ
ンン
タタ
ーー

エエ
クク
スス
テテ
ンン
シシ
ョョ
ンン
・・

リリ
ーー
ドドセセンン

タタ
ーー

知
の
拠
点
と
し
て
の
大
学
と

社
会
と
の
有
機
的
な
連
携
を

心心
理理相相

談談
室室

セセ
ミミ
ナナ
ーー

ハハ
ウウ
スス

図図
書書

館館

奨
学
金
の
返
還

情
報
化
・
国
際
化
、生
涯
学
習
の
場

き
み
の
責
任

あ
な
た
の
義
務

校校
友友

会会

母
校
の
発
展
、親
睦
事
業
に
参
加
を

学学
生生セセ

ンン
タタ
ーー

（６）平成１８年（２００６年）３月２０日第 ３３３ 号



・社会連携推進本部を設置

・ボランティアセンターがオープン

・サッカー部が総理大臣杯全日本大

学サッカートーナメントで優勝

・工学部第６実験棟が竣工

・陸上競技部平野司さんが日本トライアスロン選手権で

優勝

・キャリアセンターに卒業生就業支

援室を設置

・射撃部松村久基さんが世界学生選

手権で優勝

・野球部岩田稔さんが阪神タイガー

スに入団決定

・会計専門職大学院の設置が認可

・女子寮「関西大学ドミトリー月

が丘」が竣工

・アイススケート部織田信成さん

が四大陸選手権で優勝

・総合学生会館「メディアパーク

風館」が竣工

・アイススケート部　橋大輔さんがトリノオリンピック

フィギュアスケート男子で８位入賞

・大学院外国語教育学研究科を開設

・先端科学技術推進機構が発足

・フィリップ・トルシエ氏（サッカー日

本代表監督＜当時＞）が来学

・総合関関戦、４年ぶりの勝利

・第３学舎３号館、４号館が竣工

・「ノーベル賞受

賞者を囲むフォ

ーラム」を開催

・高槻キャンパス

に「Ｅ棟／教

室棟」が竣工

・昼夜開講制を導入

・剣道部西村健さんが全日本学生剣道選

手権大会で優勝

・関西大学東京センターがオープン

・第38代学長に河田悌一文学部教授が就

任

・法科大学院棟「以文館」が竣工

・法科大学院の設置が認可

・水上競技部山田沙知子さんが競泳女子

自由形800メートルで短水路世界新

・法科大学院を開設

・関西大学中之島センター

がオープン

・水上競技部山田沙知子さ

ん、女子サッカー下小鶴

綾さんがアテネオリンピ

ック出場

・第２学舎４号館が竣工

・理事長に森本靖一郎氏が就任

・スーパーSINETの運用が開始

・経済学部創設100周年記念国際シンポジウ

ム・記念式典・講演会を開催

・高槻キャンパスに馬術部の馬場･厩舎が完

成

・アイススケート部　橋大輔さんがユニバ

ーシアード冬

季大会フィギ

ュアスケート

で優勝

４月

６月

９月

11月

３月

４月

６月

７月

10月

11月

４月

４月

８月

９月

10月

11月

１月

４月

７月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

学�大�西�関�
こ�の�

４�４�年�間�
2 0 0 5

2 0 0 4

2 0 0 32 0 0 2 平成14年度 平成15年度

平成16年度
平成17年度

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

大
阪
の
四
十
八
大
学
で
構
成

す
る
「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

大
阪
」
で
は
、
平
成
十
八
年
度

か
ら
加
盟
大
学
の
う
ち
三
十
大

学
間
で
単
位
互
換
事
業
を
ス
タ

ー
ト
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
各
大
学
で
開
講
さ

れ
る
講
義
を
他
大
学
生
に
一
定

の
条
件
の
も
と
で
開
放
し
、
学

生
は
所
属
学
部
が
教
育
上
有
益

で
あ
る
と
認
め
た
科
目
を
履
修

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
修
得

単
位
が
認
定
さ
れ
る
制
度
で
あ

る
。

講
義
は
大
き
く
「
セ
ン
タ
ー

科
目
」
と
「
オ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

科
目
」
に
分
け
ら
れ
る
。「
セ
ン

タ
ー
科
目
」
は
、大
阪
市
内
（
大

阪
駅
前
、
難
波
、
天
王
寺
、
中

之
島
）
の
交
通
至
便
の
場
所

で
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
科
目
「
大
阪
学
」

が
十
一
講
座
開
講
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
本
学
か
ら
も
「
な
に

わ
・
大
阪
の
文
化
遺
産
―
大
阪

再
発
見
―
」（
藪
田
貫
文
学
部
教

授
ほ
か
担
当
）、「
次
世
代
ロ
ボ

ッ
ト
―
人
と
共
働
す
る
シ
ス
テ

ム
―
」（
倉
田
純
一
工
学
部
助
教

授
ほ
か
担
当
）、「
近
代
大
阪
を

あ
る
く
―
大
阪
の
街
並
と
建
築

―
」（
橋
寺
知
子
工
学
部
助
教
授

担
当
）の
三
講
座
を
提
供
す
る
。

ま
た
「
オ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
科

目
」
は
、
各
大
学
の
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
講
さ
れ
る
約
三
百
に
も

及
ぶ
講
義
の
中
か
ら
学
部
が
教

育
上
有
益
と
認
め
た
講
義
を
受

講
す
る
も
の
で
、
受
講
に
あ
た

っ
て
は
一
定
の
条
件
が
設
定
さ

れ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
業
は
、
大
阪

で
は
南
大
阪
の
一
部
を
除
い
て

初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
制
度

的
に
も
ま
だ
十
分
に
成
熟
し
て

い
な
い
部
分
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
す
べ
て
の
学
部
が
参
加
す

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
参
加
予

定
学
部
の
学
生
に
対
し
て
は
三

月
下
旬
（
日
時
、
場
所
は
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
で

周
知
す
る
）
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

開
催
し
、
受
講
手
続
や
認
定
単

位
の
取
り
扱
い
等
の
詳
細
を
説

明
す
る
。

学
生
諸
君
の
積
極
的
な
参
加

を
期
待
す
る
。

（
全
学
共
通
教
育
推
進
機
構
）

本
年
度
文
部
科
学
省
「
特
色

あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
特
色
Ｇ
Ｐ
）」
に
採
択
さ
れ

た
本
学
の
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
「
人
間
性
と
キ
ャ
リ
ア
形

成
を
促
す
学
校
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ

ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
―
小
中
高
大
連
携
が

支
え
る
実
践
型
学
外
教
育
の
大

規
模
展
開
―
」
の
特
色
Ｇ
Ｐ
第

一
回
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
二

月
十
六
日
に
千
里
山
キ
ャ
ン
パ

ス
尚
文
館
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
Ａ

Ｖ
大
教
室
で
開
催
さ
れ
た
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
平
成
十

七
年
度
に
は
、
学
校
・
園
か
ら

約
千
六
百
人
の
学
生
の
受
け
入

れ
申
し
込
み
、
約
三
百
人
の
学

生
派
遣
と
い
う
大
規
模
な
実
践

型
学
外
教
育
と
し
て
展
開
さ
れ

て
い
る
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、学

外
有
識
者
、教
育
委
員
会
、
高
等

学
校
な
ら
び
に
大
学
教
育
活
動

関
係
者
が
一
堂
に
会
し
て
、
こ

の
取
り
組
み
の
意
義
と
成
果
を

検
証
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
今
後

の
可
能
性
を
探
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

河
田
悌
一
学
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
責
任
者
で

高
大
連
携
運
営
委
員
長
の
品
川

哲
彦
文
学
部
教
授
か
ら
の
基
調

報
告
に
続
き
、江
原
武
一
氏
（
立

命
館
大
学
大
学
教
育
開
発
・
支

援
セ
ン
タ
ー
教
授
）、
大
江
淳
良

氏
（
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
ク

テ
ィ
ブ
代
表
取
締
役
）、
生
田
義

久
氏
（
京
都
市
教
育
委
員
会
教

育
企
画
監
）
の
各
氏
に
よ
っ

て
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
意
義

と
可
能
性
（
�
大
学
教
育
に
お

け
る
実
践
型
学
外
教
育
の
あ
り

方
、�
高
校
、中
・
小
学
校
、幼
稚

園
等
に
と
っ
て
の
大
学
生
受
け

入
れ
の
意
味
、
�
教
員
養
成
に

関
わ
る
大
学
教
育
に
お
け
る
実

践
教
育
の
あ
り
方
）
に
つ
い
て

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。

学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
、

�
若
い
世
代
と
若
い
世
代
と
を

つ
な
ぐ
機
会
�
と
し
て
意
義
づ

け
ら
れ
る
こ
と
、ま
た�
学
校
・
園

と
大
学
、地
域
社
会
全
体
で
若
い

世
代
を
育
て
て
い
く
可
能
性
�

な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交

換
が
あ
り
、
貴
重
で
示
唆
に
富

む
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。

（
高
大
連
携
推
進
事
務
室
）

本
学
と
奈
良
県
明
日
香
村

は
、
相
互
の
人
的
・
知
的
資
源

の
交
流
と
活
用
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、産
業
、教
育
、文
化
、ま
ち

づ
く
り
等
の
分
野
に
お
い
て
、

双
方
の
発
展
と
充
実
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
包
括

的
な
連
携
を
行
う
こ
と
で
合
意

し
、
二
月
七
日
に
関
義
清
明
日

香
村
村
長
と
河
田
悌
一
学
長
に

よ
り
調
印
が
行
わ
れ
た
。

今
回
の
連
携
協
定
は
、
大
学

が
育
ん
で
き
た
教
育
・
研
究
成

果
を
、
日
本
の
�
ま
ほ
ろ
ば
�

で
あ
る
明
日
香
村
の
活
性
化
や

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
、
本
学
の

教
員
と
学
生
が
、
地
域
に
根
ざ

し
た
研
究
活
動
を
行
い
、
観

光
、
福
祉
、
自
然
環
境
保
護
な

ど
行
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

積
極
的
に
関
与
し
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
相
互
に
発
展
し
て

い
く
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い

る
。具

体
的
に
は
、
高
松
塚
の
発

掘
に
始
ま
る
本
学
と
明
日
香
村

と
の
三
十
数
年
に
及
ぶ
連
携
の

成
果
を
基
礎
と
し
て
、
明
日
香

村
を
新
た
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
見

立
て
た
新
た
な
連
携
活
動
を
展

開
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

調
印
式
に
て
河
田
学
長（
右
）と

関
義
清
明
日
香
村
村
長

ＰＧ色特 �
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
大
阪
�単
位
互
換
プ
ロ
グ
ラ
ム

平
成
１８
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
�

第１回
公開シンポジウムを

開催

明
日
香
村
と
地
域
連
携
に

関
す
る
協
定
を
締
結

平成１８年（２００６年）３月２０日第 ３３３ 号（７）



大輔くんに
元気をもらいました。

体育会アイススケート部の織田信成
さん（文1）が、1月27日にアメリ
カ・コロラド州コロラドスプリング
ズで行われたフィギュアスケートの
四大陸選手権で見事優勝しました。

パラベラ競技場で団旗をあげる応援団（写真提供：関大スポーツ編集局）

ア
イ
ス

ア
イ
ス�

　
ス
ケ
ー
ト
部

　
ス
ケ
ー
ト
部�
ア
イ
ス�

　
ス
ケ
ー
ト
部�

ト
リ
ノ
五
輪

ト
リ
ノ
五
輪
で
８
位
入
賞

８
位
入
賞�

ト
リ
ノ
五
輪
で
８
位
入
賞�

高
橋
大
輔

高
橋
大
輔
さ
ん
が

さ
ん
が�

高
橋
大
輔
さ
ん
が�

イタリア・パラベラ競技場で行われた
トリノオリンピックフィギュアスケート
男子において、体育会アイススケート部
の　橋大輔さん（文2）が8位に入賞し
ました。
2月15日（以下、いずれも日本時間）
に行われたショートプログラムでは、演
技順位が１番目というプレッシャーにも
かかわらず、73.77点をマーク、5位の

好位置に。2月17日に、上位24人で争
われたフリープログラムでは、順位を落
としたものの8位に入賞する健闘を見せ
ました。
また、両日とも、千里山キャンパス総
合学生会館 「メディアパーク　風館」で
は、在学生や教職員約300人が大型テレ
ビで観戦しながら、気迫ある演技に熱い
声援を送りました。

織田さん優勝�織田さん優勝�

大輔くんの体育会の友人たちが発起人となり、応援メ
ッセージ入りの千羽鶴を手渡そうと、私と応援団森下智
司さん（文3）と高山真吾さん（商1）はトリノに向かい
ました。
会えたのはフリー前日の数分間だけ。それでも大輔く

んが明るい表情を見せてくれたときには、日本で応援す
るみんなの気持ちを遠くまで届けに来て、本当に良かっ
たと思いました。大輔くんはすぐにバスに乗って、選手
村に向かったのですが、私たちに見えるようにと、千羽
鶴を高くかざし、いつまでも私たちに手を振ってくれま
した。彼に元気を出してもらおうと行った私たちが、元
気をもらってしまいました。

関大スポーツ編集局　脇村　悠美（社会学部２年次生）

飛�飛�
躍�躍�

写真提供：共同通信社

写真提供：共同通信社
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ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
が
、
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
女
子
の
金

メ
ダ
ル
で
幕
を
閉
じ
た
。

大
学
に
入
る
と
き
に
も
い

ろ
い
ろ
な
希
望
を
持
っ
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
が
実
現
さ
れ
た
部

分
も
あ
れ
ば
、
別
の
展
望
が

開
け
て
目
的
を
変
え
た
り
、

日
々
の
サ
ー
ク
ル
や
ア
ル
バ

イ
ト
だ
け
に
終
わ
っ
て
し
ま

っ
て
大
学
の
卒
業
式
を
迎
え

る
場
合
も
あ
る
。

何
で
あ
れ
自
分
の
一
生
の

う
ち
の
一
コ
マ
に
な
る
。
歴

史
好
き
は
、
過
去
の
記
録
や

思
い
出
を
残
す
こ
と
に
生
き

が
い
を
感
じ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
面
白

く
な
い
。
時
間
は
過
ぎ
て
い

く
が
、
あ
る
程
度
安
定
し
た

多
様
体
と
し
て
、
身
体
に
も

脳
に
も
社
会
に
も
「
記
憶
」

は
あ
る
。
こ
の
桎
梏
、
も
し

く
は
蓄
積
を
基
に
し
て
、
ど

の
よ
う
に
未
来
を
切
り
開
く

か
が
さ
ら
に
重
要
な
課
題
と

な
る
。

（
齋
藤

了
文
）

�編集後記�
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